


年代

質問１.組合員さんについてお聞きします。

回答631件（全回答647件のうち未回答16件）

4件, 1%
40件, 6%

88件, 14%

131件, 21%

152件, 24%

155件, 24%

61件, 10%
20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

回答618件（全回答618件のうち未回答8件）昨年

実施期間・・・2023年1月30日（月）～2月17日（金）

配布枚数・・・1,000枚

対象者・・・過去実施者を除く、現在、生協を利用頂いている

組合員1,000名をランダムに抽出

回収率・・・64％（648/1,000枚）



お住いの市区町村

家族構成

回答599件（全回答647件のうち未回答48件）

56件, 9%

159件, 27%

253件, 42%

66件, 11%

65件, 11%

一人暮らし

夫婦のみ

二世代同居

三世代同居

その他

250件，39%

44件，7%

95件，15%

37件，6%

20件，3%

29件，5%

36件，6%

19件，3%

25件，4%

28件，4%

24件，4%

11件，2%

13件，2%

7件，1%

1件，0.2%

件 50件 100件 150件 200件 250件 300件

富山市
射水市
高岡市
氷見市

小矢部市
砺波市
南砺市
滑川市
魚津市
黒部市
立山町
上市町
入善町
朝日町
舟橋村



質問２.「プラスチックごみの削減の取組み」のうち、普段行っているものに○

をつけてください。（複数可）

608

514

299

339

78

65

0 100 200 300 400 500 600 700

買い物には、極力マイバッグをもっていく

レジ袋が要らないときは、レジ袋をもらうのを断る

外出する際は、マイボトルを持っていき、ペットボトル飲

料をなるべく買わないようにする

旅行や出張に出かける際は、自分の歯ブラシセットや髭剃

りを持っていく

カフェ、ファーストフード店等でストローをもらうのを断

る

雨天時には、傘とともに傘袋を持って出かける

昨年

富山県では、全県単位では最も早く、2008年4月からスーパー等でのレ

ジ袋無料配布廃止をスタートしています。そのようなことからマイバッ

グの持参、また、レジ袋をもらうのを断るなどのプラスチックごみ削減

の取り組みが日常化していることが伺えます。



質問３.とやま生協がリサイクルで回収を行っているものについて、そ

れぞれ当てはまるところに○をつけてください。

卵パック

120

289

43

85

0 50 100 150 200 250 300 350

①生協に出す

②市町村の資源回収

③他の店に出す

④その他

昨年

昨年に比べ、卵パックを生協に出す件数が高まりました。メッセージ

カードで、リサイクル回収のお知らせ（年2回）をしていたことも関係

あると考えます。



トレイ

37

322

209

52

0 50 100 150 200 250 300 350

①生協に出す

②市町村の資源回収

③他の店に出す

④その他

昨年

市町村の資源回収に出す件数に比べ、生協に出す件数が低い結果になり

ました。生協では、色付きトレーの提出はできないため、まとめて資源

回収に持参していると考えます。



牛乳パック

94

192

180

133

0 50 100 150 200 250

①生協に出す

②市町村の資源回収

③他の店に出す

④その他

昨年

生協に出す件数が増えました。



346

177

3

109

0 50 100 150 200 250 300 350 400

①生協に出す

②市町村の資源回収

③他の店に出す

④その他

カタログを包む袋

昨年

合併による生協に出す件数が減りました。

（参考：旧CO・OPとやまでは、カタログを包む袋の代わりに専用袋を

使用）



内袋（通い箱の中のナイロン袋）

169

156

4

288

0 50 100 150 200 250 300 350

①生協に出す

②市町村の資源回収

③他の店に出す

④その他

昨年

生協に出す件数が減り、その他が増えました。燃えるゴミに出す、また、

家でゴミ袋として使う回答が多くありました。旧CO・OPとやまでは、

内袋の回収がなく、内袋回収の認知度が低いと言えます。



556

58

6

17

0 100 200 300 400 500 600

①生協に出す

②市町村の資源回収

③他の店に出す

④その他

商品カタログ

昨年

商品カタログを提出する件数が高く、定着していることが分かりま

した。



質問４.環境用語に関する言葉に付いて、知っているものに○をつけてください。

３R
181件, 32%

81件, 14%

310件, 54%
①言葉も意味も知っている

②言葉は知っているが意味は知らない

③言葉も意味も知らない

プラマーク

457件, 79%

56件, 10%

67件, 11%

①言葉も意味も知っている

②言葉は知っているが意味は知らない

③言葉も意味も知らない

SDGs

397件, 68%

93件, 16%

90件, 16%

①言葉も意味も知っている

②言葉は知っているが意味は知らない

③言葉も意味も知らない

昨年

昨年

昨年



海洋プラスチック

マイクロプラスチック

440件, 76%

99件, 17%

41件, 7%

①言葉も意味も知っている

②言葉は知っているが意味は知らない

③言葉も意味も知らない

337件, 59%

162件, 28%

77件, 13%

①言葉も意味も知っている

②言葉は知っているが意味は知らない

③言葉も意味も知らない

エシカル消費

70件, 12%

143件, 25%

361件, 63%

①言葉も意味も知っている

②言葉は知っているが意味は知らない

③言葉も意味も知らない

昨年

昨年

※今回初調査のため昨年データなし



【振り返り】

《リサイクル回収》----------------------------------------------------------------

どの項目も昨年と比べて大きな変化はありませんでした。

プラスチックごみの削減の取り組みの聞き取りでは、「マイ
バッグの持参」が90%を超えました。富山県では、全県単位では最も早

く、2008年4月からスーパー等でのレジ袋無料配布廃止をスタートして

います。そのような理由からマイバッグの持参、また、レジ袋をもらう

のを断るなど、プラスチックごみ削減の取り組みが日常的になっている

ことが伺えました。

とやま生協のリサイクル回収は、「卵パック」を生協に出すが

昨年に比べて65件増加し、また、「牛乳パック」は、昨年に比べ

て47件増加しました。メッセージカード（担当者ニュース）を使

用し、リサイクル回収のお知らせを（年2回）したことが増加した

理由として考えられます。「トレイ」では、市町村の資源回収に

出すに比べ、生協に出す件数が低い結果になりました。生協では、

（白）トレー回収のみのため、市町村の資源回収やスーパー等へ

出されていると推測します。合併により、変化があったのは、

「カタログを包む袋」と、「内袋」です。旧ＣＯ・ＯＰとやまで

は、カタログを包む専用の通い袋を使用していたことや、内袋の

回収がなかったことが理由としてあげられます。とやま生協の

ホームページや、メッセージカード（担当者ニュース）を使用し、

今後も、お知らせを続ける必要性があります。「商品カタログ」

は、生協に出す件数が高く、リサイクルが定着していることが分

かりました。

今回調査するにあたり、合併によって、大きな変化があると予

想しましたが、全体的に大きな変化はありませんでした。これは、

メッセージカード（担当者ニュース）や、環境アンケートで、リ

サイクル回収のお知らせが広まったからだと考えます。今後も、

リサイクル回収を広く継続的にお知らせすることが大切です。



《環境用語の認知度》--------------------------------------------------------------

どの項目も昨年と比べて大きな変化はありませんでした。

富山県が実施した世論調査（第52回県政世論調査報告書R3.8月

実施）によると、「SDGs」の言葉も意味も知っているが44.5%、

SDGsを知っているが72％になっています。とやま生協では、

「SDGs」の言葉も意味も知っているが68%、SDGsを知っているが

84%でした。内容理解が高まった今、SDGsを実現するための行動

が求められています。

電通が実施した一般調査（エシカル消費意識調査より※実施日2022

年3月）より、「エシカル消費」の言葉も意味も知っているは6％、

エシカル消費を知っているは41％、とやま生協は、「エシカル消

費」の言葉も意味も知っているが12%、言葉を知っているが37%で

した。言葉と意味を知っているが一般調査に比べて高いことが分

かりました。環境や社会等に配慮した商品を選択することは、Ｓ

ＤＧｓ達成に向けて多くの課題解決につながると同時に、私たち、

消費者・組合員ができる行動の一つです。エシカル消費の啓発は、

ＳＤＧｓ達成に向けた手段として有効と言えます。

環境用語集（アンケート結果より）

３Ｒ・・・・・・・・・・・３Ｒは Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）の３つのＲの総称のことです。

プラマーク・・・・・・・・プラスチック素材の容器包装品に表示が義務付けられている識別マークのことです。

ＳＤＧｓ・・・・・・・・・貧困、不平等・格差、気候変動による影響など、世界のさまざまな問題を根本的に解決し、すべての人たち

にとってより良い世界をつくるために設定された、世界共通の17の目標のことです。

海洋プラスチック・・・・・普段の生活や経済活動から海に流れ着いたり、直接海や川に捨てられたりして、最終的に海洋を漂うプラス

チックごみのことです。

マイクロプラスチック・・・海洋プラスチックが紫外線や波などによって打ち砕かれたりして、5mm以下にまで微細化したものです。


